
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

①手作り教室の開催→地域間の交流をさらに深める。 

②手作り教室を開きませんか？広報活動→様々な場所で手作りを通した交流していただく。 

③ぴんころ地蔵を題材とした絵本の作成→新たなコミュニケーションツールのひとつとしても

らうために作成する。 

（佐久地域） 

平成 28年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

事 業 内 容     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目毎

に記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み  

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

 

 

 

 

 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

 

事業名 健康長寿のまち“佐久のブランドづくり” 

～みんなでお人形作りをしながらの認知症予防と健康づくり～ 

事業主体 

（連絡先） 

佐久商工会議所 

（長野県佐久市中込 2976-4 ℡0267-62-2520） 

事業区分 （8）その他地域の元気を生み出す地域づくりに資する事業 

事業タイプ ソフト 

総事業費  2,233,813 円（うち支援金：1,675,000円） 

①認知症予防・脳の健康な発育 

②子供たちの「思いやり」と「あき

らめない」心の醸成 

③地域で支える「ぬくもりある交流」 

④交流の輪を佐久市を起点に全国へ

広げていく 

※自己評価【Ｂ】 

【理由】 

ぴんころ地蔵マスコットの手作り

を通して、世代を越えたぬくもり

ある交流の場を提供できた。 

ぞっこん！さく市にて 

大人から子どもまで大勢の方に参

加いただき、世代を越えたコミュニ

ケーションを楽しんでいただいた。 

 

 【目標・ねらい】 

 

①30 名の地元の方々にインストラクターになってもら

い、積極的に活動に参加していただけた。 

②延べ 198名の方に参加いただき、ぬくもりある交流の

場を提供できた。浅科公民館より公民館活動として実施

したいと問い合わせがあり、実施することができた。 

③皆が集まって交流するという活動対する評価と健康

に関するミニ講座に参加したことに対する効果の検証

ができた。 

④講座の中で難しかった部分、つまずいてしまった部分

を解説に入れながら動画を作成できた。 

フェルト羊毛を使ってぴんころ地蔵のお人形づくり 

①インストラクターの養成 

 7/20、8/19 

②講座開催  

9/11、10/1・2、11/13 

③効果検証  

 9/11、11/13（ミニ講座、インタビューの実施） 

 認知症予備軍を対象にしたアンケート調査 

④動画作成  

 ぴんころ地蔵マスコットの作り方動画の作成 

ぞっこん！さく市にて 

大人から子どもまで大勢の方に参

加いただき、世代を越えたコミュニ

ケーションを楽しんでいただいた。 

 


